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要　旨：2008 年度における京都府立大学生命環境学部生命分子化学科の発足にともない新規に設
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と抗 IgG を用いた。それぞれ，テキサスレッドと FITC








さ 40 µm のメンディングテープを用いて試料と対照の 2
つの幅 2 〜 4 mm 程度の流路を持つパターンをカッター
ナイフで作製させ，それを直径 5 cm のポリスチレン
ディスポシャーレの底面に貼り付け，剥離剤として薄め
た中性洗剤を塗布して乾燥させた後，シリコンゴム




















































































































ルダー，受光用 LED の 3 者をそれぞれしっかりと固定
して外光をうまく遮断しないと精密な測定はできない。

































































































































　1 課題のレポートを 10 点とし，6 課題で合計 60 点満























































































































　各 5 点で評価を受けたが，趣旨と指導法に関する 5 項




















































































































































































明らかである。カリキュラム上，1 回生と 2 回生前期で
必要単位の多くを取得してしまい，2 回生後期になると
いきなり余裕が出てくるため，先輩などからの情報を基
に，アルバイトを多数入れるなどしている学生が少なか
らず存在する。本来の単位制の趣旨からすればそのよう
な履修法は有り得ないはずだが，現実にはそれが許容さ
れている。そういった状況を当然と考える学生にとって
は本実験は恐らく非常な負担となろう。本実験は大学で
学ぶということの意味を改めて考えさせる意図もあった
が，終了後に大きな達成感が得られたせいか，アンケー
トでは趣旨を支持する声が圧倒的に大きかったものの，
実験途中では相当な苦痛を感じていた学生が少なくな
かったと思われる。
　予習やレポートの負担と同様に大きな問題は実験時間
である。本実験を含め，多くの実験は 3，4 コースで行
うこととなっており，本実験の内容についても一応 4
コースまでの時間内で終了できるように設定してはいる。
しかし，現実にはやり直しなどによって大幅に遅延して
しまうことは避けられず，5 コースに資格関連の講義を
履修している学生は講義終了後に実験を再開することを
余儀なくされてしまっている。実験時間の延長をどの程
度まで許容するかは議論の分かれるところであろうが，
本実験の趣旨は自分 1 人でとことん考えて納得のいくま
で挑戦することを前提としているので，出来る限り延長
を認めることにしていた。夜 10 時半過ぎまで実験を行
うことに対しての批判はあろうが，意欲のある学生に
とっては大きな意義を見出すきっかけになったと思われ
る。
2）取り入れるべき内容
　実験課題として取り入れたい内容は多々有るが，時間
と設備・装置面での制約から取捨選択はやむを得ない。
例えば，次年度ではクロマトグラフィーを課題から外し
たが，研究活動でクロマトグラフィーを使用しない学生
にとっては，ガスクロや液クロというものを教科書以外
では知らずに卒業してしまうことになる。これは化学系
の学科としては明らかな不備と言えよう。幸い，後続の
有機合成実験において，キラルカラムを用いた光学活性
物質の分離を行うことになり，液体クロマトグラフィー
については体験できる体制となった。その実験では本実
験で作製した旋光計を使って旋光度を評価することも行
われており，複数の実験の連携がうまく行った例と言え
よう。一方，電気化学センサについては pH 測定と関連
づけて教育することが必要であるが，現状では pH メー
タをブラックボックスとして使うに留まっており，原理
面での教育が不備なままとなっている。マイクロアレイ
については抗体だけではなく DNA を是非とも扱いたい
のであるが，これも割愛せざるを得ない状況で非常に残
念である。アンケートの自由記述にあるように，本実験
の課題は半期を通して実施するのが恐らく望ましい姿で
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あろう。
6．まとめ
　以上，生命分子化学科の発足と同時に開始した物理化
学系学生実験について報告した。当初は学生達からどの
程度支持されるか半信半疑で実施したものの，学生達か
らの予想以上に高い評価は失意の底にあった筆者にとっ
ては大きな心の支えとなってきた。今後も教育効果と満
足度の向上のために，さらなる努力を惜しまないつもり
である。実験課題や指導法について学内外諸氏からの忌
憚のないご意見やご提案を御願いする次第である。
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